
 

カンボジアについてのフィジビリティ・スタディ・ツアーのご案内 

 

今般の和歌山県主催のタイ王国ビジネスミッションにあわせて、カンボジアでのビジ

ネスの可能性を調査、検証を目的とするオプションツアーを計画しています。 

 

ご関心の方はジェトロ和歌山（電話 073-425-7300）までご連絡ください。 

 

 

１．行程案： 

10/19（木） 午前 バンコクからプノンペンへ移動 

 昼 ジェトロ現地事務所にてブリーフィング 

 午後 現地フィジビリティ・スタディ 

10/20（金） 日中 現地フィジビリティ・スタディ 

 夕方 プノンペンからバンコクへ移動 

 深夜 バンコクから出国 

10/21（土） 早朝 関西空港へ帰国 

 

 

２．現地フィジビリティ・スタディについて 

ご参加の企業には以下のようなことを情報収集、意見交換等を行っていただけるよう

調整中です。19 日（木）に下記①～③、20 日（金）に④⑤を想定しています。 

但し、参加希望企業や受入側の現地の都合などにより、内容が変更になる場合もある

ので、予めご了承ください。 

 

     ①経済一般 （ジェトロ現地事務所にて） 

     ②消費者動向 （ショッピングモール等の視察） 

     ③物流事情 （物流関係者との会談） 

     ④人材供給事情 （大学訪問） 

     ⑤製造業進出のための経済特区 （現地進出の日系企業への訪問） など 

 

 

 



 

３．申込先・申込締切 

（１）申込先 ジェトロ和歌山 電話 073-425-7300  メール wak@jetro.go.jp 

       または、タイ王国ビジネスミッションへの申込時、カンボジアツアー 

       参加希望と明記ください。どちらの場合も確認の連絡を行います。 

       連絡がない場合は恐縮ながら、ジェトロ和歌山までご連絡ください。 

（２）申込締切  ８月１０日（木）  

 

３．カンボジアへの移動及び現地宿泊ホテル 

本スタディツアは現地集合・現地解散となります。カンボジアへの航空券や現地宿泊

ホテルの手配は参加者各自でお願いします。 

 

（１）バンコク・プノンペン間のフライト候補 

バンコクからプノンペンへ  TG7015 バンコク 8:15 発 プノンペン 09:30 着 

プノンペンからバンコクへ  TG7026 プノンペン 19:25 発 バンコク 20:40 着 

 

（２）現地ホテル候補 

Hotel Emion Phnom Penh 

www.hotel-emion-phnompenh.com/en 

#192,Preah Sisowath Quay, Phnom Penh,Cambodia 

Tel: +855 (0) 23 227 227 

 

 

４．問合せ先： ジェトロ和歌山  電話 073-425-7300  （担当）和田、後藤 

 

 

５．注意事項： 

      カンボジア国内における移動手段の手配や通訳の手配については、タイ王

   国ビジネスミッションと同様のものとするよう検討いたします。しかし、 

   共通経費の一部を参加者全員で分担いただく可能性もあるので、予め 

      ご了承ください。 

以上  



 

カンボジアについて 

経済概況 

アジア開発銀行（ADB）は、今年 4 月の「アジア経済見通し」において、東南アジアの

2024 年の成長率を 5.0％と予測すると発表しました。国別では、ベトナム（6.8％）、

フィリピン（6.2％）、カンボジア（6.0％）の 3 カ国で 6％を超えると見通しています。 

 

東側にベトナム、西側にタイに接するカンボジアは、今後、高い経済成長が予測されて

おり、それに伴う国民の所得向上、生活の質や健康への意識の高まりなどによって、国

内市場の拡大が期待されています。 

 

ジェトロが実施した在カンボジア日系企業へのインタビューでも、カンボジアにおける

ビジネスの魅力として最上位に挙げられたのは「市場の成長性」でした。 

 

最近、現地では、タイやベトナムからの分業先（タイプラスワン、ベトナムプラスワン）

として進出を検討する企業からの相談は増えています。「市場の成長性」に加え、「従業

員の雇いやすさ」や「言語・コミュニケーションの容易さ」（国境付近ではタイ語やベ

トナム語が通じる）、「駐在員の生活環境」を魅力と感じているようです。 

 

実際に、現地首都プノンペンにおいては、今年 4 月、ASEAN にあるイオンモールの中

でも最大規模となるカンボジア 3 号店が正式オープンしています。同店内には日本の

「ダイソー」、「リンガーハット」、ホームセンターの「コーナン」、家電量販店の「ノジ

マ」などが出店しています。このほかにも、同時期、プノンペン北部のイオンモール 2

号店では、日系病院が新たな診療所を開院するなど、各地で「市場の成長性」や「生活

環境の向上」などに期待した日本企業の進出が見られるようになっています。 

 

その他の概況 

面積 18 万 1 千平方キロメートル （日本の約 2 分の１弱） 

人口 1,555 万人 計画省統計局（2019 年） 

実質 GDP 成長率 2.15％ 2021 年推計値 

一人当たりの名目 GDP 1,654 米ドル 2021 年 

在留邦人 4,502 人 外務省（2021 年 10 月現在） 

 


